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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年1月29日(2009.1.29)

【公開番号】特開2004-38148(P2004-38148A)
【公開日】平成16年2月5日(2004.2.5)
【年通号数】公開・登録公報2004-005
【出願番号】特願2003-108933(P2003-108933)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/13363  (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/139    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ   1/13363 　　　　
   Ｇ０２Ｂ   5/30    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５１０　
   Ｇ０２Ｆ   1/139   　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年12月10日(2008.12.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ベンド配向ネマティック液晶セルと、偏光子と、前記液晶セルの表面の成す平面に垂直な
平面内で光学軸を傾けて配向している正の複屈折性を有する材料を含む補償フィルムと、
正のＡプレートとを含んで成るディスプレイ。
【請求項２】
さらに負のＣプレートを含んで成る請求項１記載のディスプレイ。
【請求項３】
前記液晶セルと、第１の正のＡプレートと、前記補償フィルムと、第１の負のＣプレート
と、第２の正のＡプレートと、偏光子とをこの順に含んでなる、請求項２記載のディスプ
レイ。
【請求項４】
前記液晶セルと、前記補償フィルムと、第１の正のＡプレートと、第１の負のＣプレート
と、第２の正のＡプレートと、偏光子とをこの順に含んでなる、請求項２記載のディスプ
レイ。
【請求項５】
前記液晶セルと、第１の正のＡプレートと、前記補償フィルムと、第１の負のＣプレート
と、第２のＡプレートと、第２のＣプレートと、偏光子とをこの順に含んでなる、請求項
２記載のディスプレイ。
【請求項６】
前記液晶セルと、前記補償フィルムと、第１の正のＡプレートと、第１の負のＣプレート
と、第２のＡプレートと、第２のＣプレートと、偏光子とをこの順に含んでなる、請求項
２記載のディスプレイ。
【請求項７】
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前記第２のＡプレートが正のＡプレートであり、前記第２のＣプレートが正のＣプレート
である、請求項５または６記載のディスプレイ。
【請求項８】
前記第２のＡプレートが負のＡプレートであり、前記第２のＣプレートが負のＣプレート
である、請求項５または６記載のディスプレイ。
【請求項９】
前記第第２の正のＡプレートの光学軸が、前記偏光子の透過軸に対して平行に配置される
、請求項３または４記載のディスプレイ。
【請求項１０】
前記第第２のＡプレートの光学軸が、前記偏光子の透過軸に対して垂直に配置される、請
求項５～８のいずれか１項記載のディスプレイ。
【請求項１１】
前記第１の正のＡプレートの光学軸が、前記液晶セルの液晶ダイレクター平面に対して垂
直である、請求項３～１０のいずれか１項記載のディスプレイ。
【請求項１２】
前記補償フィルムが、ベースフィルム上に配置された正の複屈折性を有する材料を含んで
成る請求項１～１１のいずれか１項記載のディスプレイ。
【請求項１３】
前記補償フィルムが、ベースフィルム上に配置された第１の正の複屈折性を有する材料と
、前記第１の正の複屈折性を有する材料の上に配置された第２の正の複屈折性を有する材
料とを含んで成る請求項１～１１のいずれか１項記載のディスプレイ。
【請求項１４】
２つの正の複屈折性を有する材料の層の厚さが異なる請求項１３記載のディスプレイ。
【請求項１５】
少なくとも１つの正の複屈折性を有する材料の層の光学軸のティルトが一様である請求項
１３記載のディスプレイ。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
光学補償ベンド（ＯＣＢ）セルともいうベンド配向ネマティック液晶セル５０は、対称な
ベンド状態に基づいたネマティック液晶セルである。その実際の動作では、ベンド配向ネ
マティック液晶セル５０を使用したディスプレイの輝度は、図１及び２に示すようにベン
ド配向に差を生じる印加電圧又は電界によって制御される。これには、ＶＡＣ及び応答速
度の点で、ツイストネマティックモード等の従来のディスプレイを凌ぐ利点がある。速い
応答は、異なるベンド状態間のスイッチングによるものであり、１つのベンド状態から別
のベンド状態への変化は、セルの中央部での液晶分子の速い回転を妨げる逆トルクを生じ
ない。適切な補償を伴う良好なＶＡＣは、液晶セルの内側での対称な分子配向に起因する
。図１及び２において、液晶１２は、２枚の基板１０の間に挟持されている。ＸＹＺ座標
系２２のＸ－Ｚ平面において、液晶１２はベンド構造をとっており、このベンド構造は、
セルの中央平面２０に対して対称である。このベンド構造はＹ方向で不変である。右から
左に入射してきた光線１６は、セルの下側部分１８にある分子に対してほぼ垂直であり、
大きな複屈折が起こる。セルの上側部分２４では、光線１６は、分子にほぼ平行であり、
小さい複屈折が起こる。光線１４（左から右に進む）の場合には逆の現象が生じる。すな
わち、セルの下側（上側）領域では、小さい（大きい）複屈折が起こる。従って、光線１
４及び１６は、同様な光路を経る。換言すれば、ＯＣＢセル５０には左右対称性がある。
ＯＣＢセル５０は、もっぱらベンド状態で動作するため、この対称性は、図１及び２に示
したような印加電場の有無に関わらず保たれる。この事実は、ＶＡＣが本質的に広がった
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ことを示しており、これは従来のツイストネマティックモードとのはっきりとした違いで
ある。ツイストネマティックモードは前述の左右対称性を維持しない。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明は、ベンド配向ネマティック液晶セルと、偏光子と、前記液晶セルの表面の成す平
面に垂直な平面内で光学軸を傾けて配向している正の複屈折性を有する材料を含む補償フ
ィルムと、正のＡプレートとを含んで成るディスプレイを提供する。本発明は、本発明の
ディスプレイを具備する電子装置及び本発明のディスプレイを製造する方法も提供する。
本発明は、視野角特性の改良を可能にする。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
図５～８において、本発明に係るディスプレイ１００の可能な構成を示す。図５に示すデ
ィスプレイ１００は、ベンド配向ネマティック液晶セル５０と、ベンド配向ネマティック
液晶セル５０の両側に、第１の対の正のＡプレート５２Ａ，５２Ｂと、第２の対の正のＡ
プレート５８Ａ，５８Ｂと、一対の負のＣプレート５６Ａ，５６Ｂと、補償フィルム５５
Ａ，５５Ｂと、交差させた偏光子６０，６１を含んで成る。偏光子６０，６１の透過軸は
Ｘ－Ｙ平面で互いに直交的に交差している。偏光子６０の透過軸と偏光子６１の透過軸の
成す角度は、それが８５～９５°の範囲内にある場合に直交していると見なす。第２のＡ
プレート５８Ａ及び５８Ｂの光学軸は、Ｘ－Ｙ平面内にあり、隣接する偏光子６０及び６
１の透過軸にそれぞれ平行である。補償フィルム５５Ａ及び５５Ｂは、負のＣプレート５
６Ａとさらなる正のＡプレート５２Ａの間及び負のＣプレート５６Ｂと正のＡプレート５
２Ｂの間にそれぞれ配置される。これらの第１の正のＡプレート５２Ａ，５２Ｂは、それ
らの光学軸がＹ方向にあるとともに液晶が配向しているＸ－Ｚ平面に対して垂直であるよ
うにベンド配向ネマティック液晶セル５０の隣に配置される。第１の正のＡプレート５２
Ａ，５２Ｂの機能は、Ｘ方向での液晶の投影に起因する位相差をオフセットすることであ
る。Ａプレート５２Ａ（又は５２Ｂ）は、図６に示されているように補償フィルム５５Ａ
（又は５５Ｂ）と負のＣプレート５６Ａ（又は５６Ｂ）の間に配置される。図７は、本発
明に係るディスプレイ１００の別の例である。この場合に、２枚の正の第２のＣプレート
（その光学軸がプレート法線、すなわちＺ方向に一致しており、正の複屈折性を有するプ
レート）６２Ａ及び６２Ｂはそれぞれ偏光子６０及び６１の隣に配置される。第２の正の
Ａプレート５８Ａ，５８Ｂの光学軸は、それらの近くにある偏光子の透過軸に対して垂直
に配置される。第２のＣプレート６２Ａ，６２Ｂ及び第２のＡプレート５８Ａ，５８Ｂは
、両方とも正とする代わりに、両者ともに負としてもよい。補償フィルム５５Ａ及び５５
Ｂは、位相差をオフセットするために第１の負のＣプレート５６Ａと第１の正のＡプレー
ト５２Ａの間及び第１の負のＣプレート５６Ｂと第１の正のＡプレート５２Ｂの間にそれ
ぞれ挟持されている。オフセットＡプレート５２Ａ，５２Ｂの配置は、図５及び６に示す
場合のように変えることができる。図８に、ハイブリッド配向ネマティック液晶セル５１
と、反射板６４と、補償フィルム５５Ａとを含んで成る本発明に係る反射型ディスプレイ
１０２を示す。第１のＣプレート５６Ａ及び第２のＡプレート５８Ａは、偏光子６０を補
償するように配置される。
【誤訳訂正５】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
（式中、ｎｅ及びｎｏは、液晶の異常光屈折率及び常光屈折率であり、ｄはセルの厚さで
ある）である。このパートを補償するには、－ΔＲを有する１枚のフィルム又は－ΔＲ／
２を有する２枚のフィルムが必要である。全ての典型的なディスプレイ１００において、
５６Ａ，５６Ｂなどの２枚のフィルムが液晶セルの両側に配置される。領域Ｂ）は、図１
２，１３及び１４～１７に示したもののような異方性層を有するフィルムによって補償さ
れる。交差させる偏光子の最適化は、面内及び面外位相差ΔＲａ及びΔＲｃの組み合わせ
を必要とする。図１８に示した例において、ΔＲａは好ましくは８０ｎｍ＜ΔＲａ＜１０
０ｎｍ、より好ましくは８５ｎｍ＜ΔＲａ＜９５ｎｍである。ΔＲｃの場合に、ΔＲｃは
６０ｎｍ＜ΔＲｃ＜８０ｎｍ、より好ましくは６５ｎｍ＜ΔＲｃ＜７５ｎｍである。負の
Ｃプレートの位相差－ΔＲＴは、－ΔＲＴ＝－ΔＲ／２＋ΔＲｃによって与えられるが、
１．２（－ΔＲ／２＋ΔＲｃ）＜－ΔＲＴ＜０．８（－ΔＲ／２＋ΔＲｃ）を満たす－Δ
ＲＴの値も許容可能である。図１９の場合に、ΔＲａは、好ましくは１３０ｎｍ＜ΔＲａ

＜１５０ｎｍであり、より好ましくは１３５ｎｍ＜ΔＲａ＜１４６ｎｍである。また、正
のＣプレートの位相差ΔＲｃは、好ましくは３５ｎｍ＜ΔＲｃ＜５５ｎｍであり、より好
ましくは４３ｎｍ＜ΔＲｃ＜５０ｎｍである。負のＣプレートの位相差－ΔＲｃ’は、お
よそ－ΔＲ／２に等しいが、－１．２ΔＲ／２＜－ΔＲｃ’＜－０．８ΔＲ／２であるこ
ともできる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
例２
この態様は図１９に示したディスプレイ１００に準じる。図１６に示したフィルム５５の
構造を有し、θ１＝３５°及びθ２＝６５°である補償フィルム５５Ａ，５５Ｂを使用し
た。この例の場合も、異方性層８２及び８４は、波長５５０ｎｍでｎ３＝１．６３及びｎ

１＝ｎ２＝１．５３の一軸性の材料を含む。各層の厚さは０．５ミクロンである。異方性
層の平均ティルトは約５５°である。正のＣプレート６２Ａ，６２Ｂは、４７ｎｍの面外
位相差ΔＲｃを有する。正のＡプレート５８Ａ及び５８Ｂは、１４１ｎｍの面内位相差Δ
Ｒａを有し、それらの光学軸は、それらの近くにある偏光子６０及び６１の透過軸にそれ
ぞれ平行である。負のＣプレート５６Ａ，５６Ｂは－ΔＲｃ’＝－４７５ｎｍの位相差を
有する。第２の正のＡプレート５２Ａ，５２Ｂでは、それらの光学軸はＹ方向に向いてお
り、位相差は２９ｎｍである。等コントラストプロットによって図２４に示したように、
広視野角特性が達成された。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】符号の説明
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【符号の説明】
１０…セル基板
１２…液晶
１３…反射板
１４…左から右への光線
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１６…右から左への光線
１７Ａ，１７Ｂ…反射型ディスプレイにおける光線
１８…ＯＣＢセルの下側部分
１９…ＨＡＮセルの下側部分
２０…セルの中央平面
２２…ＸＹＺ座標系
２４…ＯＣＢセルの上側部分
２５…ＨＡＮセルの上側部分
２８…印加電界の方向
３２…偏光子
３４…二軸性プレート
３６…二軸性フィルム３４を表す屈折率楕円体
３８…電源
４０…ＸＹＺ座標系
４２…偏光子
５０…ベンド配向ネマティック液晶セル
５１…ハイブリッド配向ネマティック液晶セル
５２Ａ，５２Ｂ…Ｙ方向に光学軸を有する正のＡプレート
５５Ａ…補償フィルム
５５Ｂ…補償フィルム
５５…補償フィルム
５６Ａ，５６Ｂ…負のＣプレート
５８Ａ，５８Ｂ…光学軸が偏光子６０，６１の透過軸に垂直又は平行であるＡプレート
６０…偏光子
６１…偏光子
６２Ａ，６２Ｂ…Ｃプレート
６４…反射板
７０…異方性層８２，８４の構成材料を表す屈折率楕円体
７２…ベースフィルム７８及び異方性層８２を含むフィルム
７４…異方性層８２の構成材料の光学軸
７８…ベースフィルム
８０…ベースフィルム７８及び異方性層８２を含むフィルム
８２…ベースフィルム７８に接触している下側異方性層
８４…上側異方性層
８６…補償フィルム５５に付けたαβγ直交座標系
９０…等コントラスト線１０
９２…等コントラスト線５０
９４…等コントラスト線１００
９８…従来技術のディスプレイ
１００…本発明に係るディスプレイ
１０２…本発明に係るディスプレイ
θ１…ティルト角
θ２…ティルト角
φ１…α軸とＹ軸が成す角度
φ２…α軸とＸ軸が成す角度
φ３…β軸とＸ軸が成す角度
φ４…β軸とＹ軸が成す角度
φ５…β軸とＸ軸が成す角度
φ６…α軸とＸ軸が成す角度
【誤訳訂正８】
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【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【図７】
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